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別添資料―１ 協議議事録 

１－１ コンタクトミッション MOU 
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１－２ 第 1 次派遣終了時 MOU 
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１－３ 第 2 次派遣終了時 MOU 
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別添資料－２ 報告会（ワークショップを含む） 

２－１ 第 1 次派遣：ワークプラン概要説明会 

２－１－１ 概要 

会議名 ワークプランに関する説明会 

実施場所 MESP(環境空間計画省) 

日 時 2015 年 10 月 19 日（月）13：00~15：30 場 所 環境空間計画省（MESP） 

出 席 者 
先方 C/P 関係者一同 

調査団側 清水、臼井、中嶋 

配布資料 151019 Meeting Agenda、Outline of Work Plan、Work plan 

収集資料 なし 

筆記者 清水 

（目的） 

関係者に対し、本プロジェクトの活動内容及び第 1 次派遣、第 2 次派遣時の活動内容とそのスケジュー

ルの概要を説明し、関係者の合意を得た。 

（結果） 

1. 調査団の自己紹介を実施した。 

2. Kosovo 側関係者の自己紹介を受けた。 

3. 今後の作業を円滑に進めるために C/P の顔写真入りの List を作成することとした。 

4. “Outline of Work Plan”に沿って、本プロジェクトの活動内容及びスケジュールについて説明を実施

した。 

5. 今週の活動内容について関係者との打ち合わせを実施し、調整を実施した。 

6. 現場での排ガス測定詳細に関しては、明日の現地調査結果を踏まえて協議する事とした。 

 

‐以上‐ 
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２－２－２ ワークプラン説明会資料 
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２－２ 第 1 次派遣：第 1 回ワークショップ 

２－２－１ 概要 

会議名 ワークショップ（ダスト測定） 

実施場所 MESP(環境空間計画省) 

日 時 2015 年 10 月 21 日（水）13：00~15：00 場 所 MESP 会議室（17F） 

出 席 者 
先方 

Ms. Hakaj Nezakete、Mr. Abdlillah Pirce、Ms. Letafete Latifi、Mr. Mentor Shala、

Mr. Shkumbin Shala、Ms.Anbenerha ysuy、Mr. Xhemajl Sejdiu、Mr. Lulzim 

Korenica、Ms.Qefsere Muraky、Ms.Visare Hoxna Istefi、Mr.Agim Morina、Mr. Sabri 

Simnica(#A)、Mr. Xhemajl Sejdiu、Mr. Milaim Kelmendi(#B)、 

調査団側 清水、臼井、中嶋、（通訳：Mr. Nehat、Mr. Kastriot） 

配布資料 Exhaust Gas Measurement and Analysis in Japan (On the air environment)  

収集資料 アンケート 

筆記者 清水 

（目的） 

1. 第 1 次ミッションで予定している 2 回のワークショップのうち、第 1 回目を実施した。内容として

日本における公害の歴史と公害４大病および公害に対応する法律の歴史と、成第 1 次派遣に実施す

るダスト測定の考え方とその実施方法・ダスト濃度の算出方法について説明を実施した。 

2. ワークショップの最後に、Kosovo A TPP、B TTP での石炭、飛灰、主灰のサンプル採取をお願いし、

了解を得た。 

 

（結果） 

1. 質問 

① バグフィルターでダイオキシンを取るとの説明があったが、本当か？  

日本のほとんどの廃棄物焼却炉はダスト補修にバグフィルターを採用しており、このバグフィル

ターで同時にダイオキシンも除去することができる。 

② ダイオキシンを含んだ飛灰は埋め立てするのか？ 

灰はその後溶融されることが多いが、いずれにしろ再度飛灰が発生し、この飛灰は埋め立てされ

る。 

③ 主灰と飛灰をサンプリングするということだが、両方サンプルする理由は何か？ 

主灰と飛灰は発生メカニズムが違うため、成分等が異なることが普通である。 
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２－２－２ ワークショップ資料（英語版） 
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２－２－３ ワークショップ資料（アルバニア語版） 
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２－３ 第 1 次派遣：中間報告会 

２－３－１ 概要 

実施場所 MESP 

日 時 2015 年 11 月 2 日（月）9：00~10：30 場 所 MESP 会議室（Conference room） 

出 席 者 
先方 

Ms. Hakaj Nezakete、Mr. Abdlillah Pirce、Ms. Letafete Latifi、Mr. Mentor Shala、

Mr. Shkumbin Shala、Mr. Xhemajl Sejdiu、Ms.Qefsere Muraky、Ms.Visare Hoxna 

Istefi、Mr.Agim Morina、Mr. Sabri Simnica(#A)、Mr. Xhemajl Sejdiu、Mr. Milaim 

Kelmendi(#B)、Mr.Zeqirtahta Htseni(#B)、Mr.Salsit Resfelicu(KEPA) 

調査団側 清水、臼井、中嶋、（通訳：Mr. Nehat、Mr. Kastriot） 

配布資料 Exhaust Gas Measurement (Dust measurement) Interim Report 

Schedule of Kosovo B Measurement 

収集資料 なし 

筆記者 清水 

（目的） 

3. 今週実施する Kosovo B TPP の測定スケジュールについて説明を実施し、周知した。また同時に石

炭等のサンプリングについての了解を得た。 

4. 前の週に実施した Kosovo A TPP のダスト測定結果について報告した。 

5. ダストの測定方法について写真を使いながら再度説明を実施した。 

 

（結果） 

上記 1,3 の項目については特に質問はなかった。ただし、項目 2（ダスト測定結果）については C/P 関

係者内の議論が結構行われた。以下に C/P から調査団側へなされた質問および調査団側からのコメント

と、議論の内容（確実には把握できていないが）を示す。 

 

2. 質問およびコメント 

 ダストの規制値はいくらか  

EU Directive によれば、ダスト濃度の規制値は LCP に対し 40mg/m3N（日本は 50mg/m3N）、将来的

には 20mg/m3N になる。 

 現状の排出量は大幅に超えているということか？ 

大幅に超えているという回答となる。 

コメント：EU Directive の規制値の内容を認識している人はほとんどいないと思われる。また、ダス

トの数値は O2=6%換算値を示したが、この換算をする必要性およびその意味が分かっている人もほ

とんどいないという印象を受けた。 

 今回の測定では時間的制約もあり、すべてのポイントにおけるダストを測定したわけではない。特

に今回はダクトの曲がっている部分での測定であるため、ダストに分布がある可能性もある。正確

な測定をするならば全部の場所を測定する必要がある。そのためには自分たちで測定できるように

なり、かつ何度も測定を実施する必要がある。 
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 プレゼン内で、今回 SO2 については検知管で 0~120ppm しか出ず、これはおかしいというコメント

をしたところ、Kosovo B からはそれは正しいといったコメントがなされた。 

コメント：調査団側としては、石炭の性状から考えて SO2 はかなり高いと推定（コンタクトミッシ

ョンが入手した石炭性状分析結果から推算すると、燃焼性硫黄のみが SOｘに転換するとしても数百

ppm を超える）しているが、第 2 次派遣時に連続分析計を持ち込むことで、正しい値を得られるも

のと考えている。 

 

3. 議論の内容 

 ダスト測定結果が高かったことから、なぜ高いのかといった議論がなされ、Kosovo A の責任者である

Sabri 氏より各種説明がなされた（石炭の性状が不燃物の量が多い石炭だった可能性もある等）。Kosovo B

からは ESP 入側のダスト濃度が異常に高く、計算値では 40g/m3 位のはずだが、200g/m3 近い値を示して

いるのはおかしいといった発言があったり、ESP 電極のハンマリングのためにダスト濃度が上がったの

ではないかといったいろいろなコメントが続出した。これに対し Sabri 氏より ESP 入側で測定するのは

初めてであるし、出側についても操業開始のころに測定して以来測定したことはなく、またいろいろな

操業状態があるということから、自分たちで測定できるようになって、頻繁に測定することが必要であ

るといったコメントもなされた(ダスト濃度をESP入側で測定した経験はないよう（すくなくともKosovo 

B には測定座がなかった）であり、かつ特に Kosovo B の関係者は計算値で十分であり、測定値はおかし

いのではないかといった考えを持っている人も多いとの印象を受けた)。  

また、規制値よりダスト濃度が高いことに対し、どうするのかといった議論もなされたが、この場で

の議論ではないということで打ち切られた。 

最後に Sabri 氏より、測定結果をもらった（生データを渡した）ことに対する感謝があり、調査団側か

ら Sabri 氏の測定への協力の感謝の意を示した。 

 

以上 
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２－３－２ 中間報告会資料（英語版のみ） 
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２－４ 第 1 次派遣：第２回ワークショップ 

２－４－１ 概要 

会議名 第 2 回ワークショップ 

実施場所 MESP 

日 時 
2015 年 11 月 10 日(火) 13:00～16:00 

場 所 
MESP コンファレンス

ルーム 

出 席 者 
先方 C/P 関係者及び KEK(ボイラ運営会社)エンジニア一同 

調査団側 清水、臼井、中嶋（通訳：Mr. Nehat、Mr. Kastriot） 

配布資料 Exhaust Gas Measurement (Dust measurement) Report 

 “Air Pollution and Boiler” (ワークショップ資料) 

収集資料 アンケート 

筆記者 清水、中嶋 

（目的） 

第 2回ワークショップとしてボイラ関係の資料を説明した。また、同時に排ガス測定結果として Kosovo 

B-1 TPP のダスト測定結果について報告した。 

 

（結果） 

最初に測定結果について質問が集中したので、測定結果についての説明を実施した。 

質問及びコメントは以下のようなものであった。 

最終的にはデータに関する疑問点を整理し、後でメールしてもらい、第 2 次ミッションで回答を用意す

ることとなった。 

1. Kosovo A-5、A-3 の測定結果に関して、途中で修正があったが測定の問題があったのか？ 

 この点に関しては私がデータをコピーするときに間違えたためであり、謝罪する。 

2. Kosovo A のデータについてはいろいろと議論があるようだが、その点はどう考えているか？ 

 Kosovo A（Mr.Sabri）より：その点については調査団とはよく議論した。問題点はガス量が計算と

かなりかけ離れていること、ESP 入側のダスト量が多すぎること、出側のダスト量が高すぎるので

はないかといった点である。 

 調査団側としては、第 2 次ミッションでそのような点を考慮して再度測定を実施するとともに、そ

のような矛盾を生じた原因を考慮する。 

3. Kosovo B の結果について 

 Kosovo B の結果については測定ガス量が少ないと考えられることを除けば、ダスト量は妥当であ

る。（調査団としては一つの測定結果のダスト濃度が 450mg/m3N もあったことに全く言及がなかっ

たことが不思議であった） 

 

ボイラについての説明 

最初に測定結果について質問が集中したことで、説明の時間が少なくなり、最終的にはプレゼンに関

する質問を後でメールしてもらい、第 2 次ミッションで回答を用意することとなった。 
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 石炭の分類について説明し、ボイラは石炭の性状に合わせて設計する。Lignite は揮発分が多く、水

分、灰分が多いのが一般的で、石炭を乾燥させて粉砕して燃焼する Combustion System が、Lignite

と比べ品質の良い瀝青炭や亜瀝青炭を輸入して使用している日本のボイラの System とは異なる。

火炉の Size は Lignite が火炉出口のガス温度を下げる必要から大きくなり、Kosovo-B のボイラの高

さと日本の 1000MW のボイラと高さにあまり差はない。日本のほとんどのボイラは、NOx、SOX、

DUST の排出低減のため、脱硝装置（SCR）、脱硫装置（FGD）、ESP を設置している。 

 排ガス測定をする時には、燃料の分析値や、燃料消費量から、燃焼計算により燃焼ガス量、SOx の

計算を行い測定結果と比較して、大きな差がないか確認をする。差がある時には測定結果が、排ガ

ス性状を代表していない事があり、測定点や、Duct 内のガス流れに問題がある可能性があり、そ

の原因について検討が必要である。 

適正な状態で測定すればガス量は計算値とかけ離れる事はないが、SOXは、燃焼温度によって、全

ての S 分が SO2 になるのではなく、燃焼温度が低い場合には燃焼性 S 分しか SOXに転換しない事

もある。また、石炭中に Ca を多く含んでいると、炉内で脱硫反応（CaO と SO2が反応して CaSO4

となる）が一部起こることもある。NOXの生成は燃焼方法（2 段燃焼、低 NOX バーナ）などで変

化するので、計算では予測できない。DUST 濃度は石炭中の Ash と、炉底に落ちる Bottom Ash と

燃焼ガスで運ばれる Fly Ash の関係から、おおよその推定ができる。（Mr. Sabri は理解しているが、

他の C/P は理解しているか疑問である） 

ボイラを効率良く運転する事は、排出ガス量の削減、ガス性状の改善に有効で、日常の運転／保

守が重要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

‐以上‐
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２－４－２ ワークショップ資料（英語版） 

(1)Kosovo B TPP 測定結果 
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(2)ボイラ用セミナ資料 



48 
 

 



49 
 

 

 

  



50 
 

 



51 
 

 



52 
 

 



53 
 

 



54 
 

 
  



55 
 

 



56 
 

 



57 
 

２－４－３ ワークショップ資料（アルバニア語） 

(1) Kosovo B TPP 測定結果 
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(2) ボイラ説明資料 



60 
 

 



61 
 

 



62 
 

 



63 
 

 



64 
 

 



65 
 

 



66 
 

 

  



67 
 

 



68 
 

 


	表紙
	目次
	別添資料―１ 協議議事録
	１－１ コンタクトミッションMOU
	１－２ 第1 次派遣終了時MOU
	１－３ 第2 次派遣終了時MOU

	別添資料－２ 報告会（ワークショップを含む）
	２－１ 第1 次派遣：ワークプラン概要説明会
	２－２ 第1 次派遣：第1 回ワークショップ
	２－３ 第1 次派遣：中間報告会
	２－４ 第1 次派遣：第２回ワークショップ


